
編集・発行
2018「青少年のための科学の祭典」
東京大会 in 小金井実行委員会

東京学芸大学

武蔵小金井国分寺
東京

新宿

東京学芸大学

武蔵小金井国分寺
東京

新宿

編集・発行
2018「青少年のための科学の祭典」
東京大会 in 小金井実行委員会

2018 年 9月 23 日（日）
於 東京学芸大学

報告書
2018「青少年のための科学の祭典」東京大会 in小金井2018「青少年のための科学の祭典」東京大会 in小金井

報告書
2018 年 9月 23 日（日）
於 東京学芸大学



Purpose of Our Activities

Activity Report

大会会長
小金井市長挨拶

東京学芸大学副学長挨拶

司会
（小金井市立小金井第一中学校生徒）

小金井市立小金井第一中学校吹奏楽部による演奏

テープカット　・市内小学生代表　男女各 2名
　　　　　　　・市内中学生代表　各校 1名
　　　　　　　・生尾　光　実行委員長

開 会 式

－ 1－



大会のますますの発展を
Shinichiro  NISHIOKA

Toshisada DEGUCHI
「21世紀型の学び」としての

青少年のための科学の祭典
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Masashi OKUMA

Katsuyoshi NOBUYAMA

　２０１８年 「青少年のための科学の祭典」 が東

京学芸大学を会場として、 盛大に開催されました。

それを支えて頂きました関係者の皆様に心より感

謝申し上げます。

　この 「科学の祭典」 は、 本年度で１３回目を迎

える歴史あるイベントです。 私は、 本年度初めて

参加させて頂きましたが、 このような会が身近で開

催される小金井の子どもたちは本当に幸せだなと

実感いたしました。

　現在、 子どもたちの科学離れが大きな社会問題

となっています。 それぞれの分野の専門性が高く

なってしまったこともその理由として挙げられます。

それだけでなく私は、 身近な自然が少なくなったこ

とにより、 自然の不思議な現象に出会ったり、 疑

問をもったりする機会が少なくなってしまったことに

より、 現実の世界と科学との 「かけはし」 がなくな

りかけていることが大きな原因なのではないかと考

えております。

　そんな折、 この科学の祭典に参加している子ど

もたちが最新の科学の不思議さに触れ、 目を輝か

せている姿をたくさん見ることができました。 そこに

は、 昔の子どもたちが実感していた驚きや感動が

あるように思いました。 つまり、 今回の科学の祭

典は、 現代の子どもたちに 「なぜ」 「どうして」 と

言う科学の目を養う機会になっているのではない

かと思いました。

　現代の子どもたちと科学を結ぶこの 「新しいかけ

はし」 は、 将来の日本や世界の科学をリードする

研究者への道につながっているはずです。 さらな

る発展を期待したいと思います。

　「青少年のための科学の祭典」 は、 今回で１３回

目を迎えました。昨年同様、約一万人ものお子さん、

保護者の方々にご来場いただきました。

　かつて、日本の高度成長を支えた原動力は、 世界

をリードする技術革新であり、 多くの研究者、 担い手

によるところが多かったと考えます。

　科学分野に限らず、 医療の世界においても、 幼少

年期に体験した、 ちょっとしたきっかけで、 研究の道

を選択した方も多い事と存じます。

　今後も、 世界をリードする最先端技術の開発・実

用化がとても大切であることは間違いありません。

　しかし今、 子ども達は、 スマホやパソコンの画面の

中の仮想現実に夢中であり、 自ら考え、 試行錯誤

する本質から遠ざかっていると感じます。

　今回の 「青少年のための科学の祭典」 で各ブー

スを拝見し、 小さなお子さんが実験や説明に食い

入るように目を輝かせていたことが、 とても印象に

残りました。 この “小さなきっかけ” から、 将来の

科学者、 研究者へと歩み出す人財が育つことを、

切に願っております。

　「青少年のための科学の祭典」 来場者の中から、

将来のノーベル賞受賞者が誕生することも夢見な

がら、 小金井市商工会として、 今後も微力ながら

ご支援させていただく所存です。
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Takahiko INABA

Sizuko AYUKAWA

  

Tadashi HASEGAWA
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NPO

Yoji TAKIKAWA

Akira IKUO
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Kajiro WATANABE

Yutaka  MAEDA

Noboru SEKI

NPO
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No. タイトル No. タイトル No. タイトル

1  パトカー・白バイの展示
2  最新車ＶＲ防災体験車来たる！
3  消防ファイヤーラボ
4   カローラスポーツ＆プリウス

PHV実車展示会
5  怖いぞ薬物！ダメ。ゼッタイ！
6  FC東京 キックターゲットゲーム
7  木と木をつないでみよう
8  電気や磁気で遊ぼう
9  標本から学ぶ生き物の不思議
10  プラバンに色をぬり、熱してブ

ローチを作る
11 よく飛ぶ竹とんぼを作って遊ぼう
12 科学捜査　指紋を調べてみよう
13 こちらはアマチュア無線局8J1ECL
14 蒸気を吐いて走る模型汽車の運転
15  太陽望遠鏡でプロミネンスを観て

みよう☀
16 みんなでおりぞめをたのしもう
17 カラー丸シールで点描アート
18 科学の本に親しもう
19  模様が変わる不思議なカライドサ

イクル
20 昔遊びの科学
21  不思議な立体と鉛筆素描のトリッ

ク絵の展示
22 起き上がり小法師
23 キラッとDNAストラップ
24 異星人？T2ファージのストラップ
25 作れるか？カチャポン細胞！
26 講演会「スポーツとＩＣＴ」
27 テレビのヒミツを見つけよう！
28 マーブリングの秘密
29 バランス人形をつくろう！
30 ゆらゆらモビールをつくろう！
31 献血・輸血ってなんだろう？
32  宇宙の不思議～「はやぶさ 2」を

追え！
33 知ってる？花と虫のフシギな世界
34 文字が浮き出る石を体験しよう
35  土壌のひみつを知ってミニ標本を

作ろう！
36  虹のこまと新形ベンハムのこまを

つくろう
37 偏光板の実験と偏光板万華鏡の工作
38  狛江市立狛江第五小学校ビスケッ

トで遊ぼう

39  ライブショー「ゾウの世界アリの
世界」

40  ワイヤレスマイクを組立て微弱電
波で遊ぼう

41  アルミホイルと厚紙でテレビアン
テナを作る

42  自分だけの「ペン立て」を発明し
てみよう！

43  「生きもののつながり」上映・昆
虫標本展示

44 自由自在な自律移動型ロボット
45 実施本部・救護
46 積木で巨大オブジェを創ろう！
47  ビー玉の道で位置エネルギーを体

感する。
48  重心を意識してやじろべい（バラ

ンス）を作る
49 科学とアートの積木あそび
50  3DプリンタでLEDランタンを作ろう!
51 お金ってなんだろう
52  選んで作れるびっくり☆不思議な

スライム
53  星座早見盤を作ろう !&Mitaka で

宇宙旅行をしてみよう !
54  三鷹で 13 億分の 1の太陽系を歩

こう！！
55 いろいろな時計に触れてみよう！
56 動物の赤ちゃんについて知ろう！
57 宇宙天気予報と南極ゆうびん
58 ロボットであそぼう
59  葉脈標本でつくる世界に一つだけ

のしおり
60  ケイソウＧＯ～キーホルダーを

ゲットしよう～
61 光る泥だんごを作ろう！
62  すうがくアラカルト～ 4平面まじ

わりパズル～
63 これならできる！自由研究
64  立方体万華鏡・レジンでストラッ

プ作りほか
65  「曲がった鏡」×「算数」＝「オ

モシロイ」
66 見えないものを見てみよう！
67 科学の本の読み聞かせ
68  身近な液体の pHを調べる人工イ

クラを試す
69 ヒツジくん人形を作ろう
70  ラズパイのプログラミングとロ

ボットで遊ぶ

71 富士山頂の自然をさぐる実験
72 中学生ボランティア控え室
73  たまろく地学ひろば　おり紙で地

球を作ろう
74  アルコールボートを作り水の上を

走らせよう
75  脳波計で集中力を測りmBot を操

縦しよう
76 自然にある放射線を測ろう
77 いろいろなモーター
78 「ダンゴムシと迷路あそび」
79 「風で飛ぶ種の模型を工作しよう」
80 電子回路を組立てみよう
81  ガラス大発見！あなたの知らない

ガラス集合
82  体験！非常列車停止ボタン＆マ

ジックハンド
83 燃料電池
84 中止
85 音の不思議～音の正体とは～
86 夏休み生徒作品展
87 摩擦力で糸をのぼる人形を作ろう
88 義足体験会
89  これで君も大道芸人！皿回しを科

学せよ！
90  住まいの快適を考える : 珪藻土に

よる調湿・消臭
91  自然エネルギーの世界の見方を広

げよう！
92  光の不思議とＬＥＤ工作を体験し

よう
93  環境に優しい植物エコパルプの発

明と紙すき
94  親子で作ろう！ハイブリッドカー

工作教室
95 STEM クエストスタジアム　Jr.
96 真空を作って、体験してみよう !
97 消える絵
98 子供のための学校給食を考える
99 学校の樹木剪定枝のリサイクル
100 日常生活と便利な電気
101 和太鼓を体験しよう
102 高校生スタッフ控え室
103 赤ちゃん休憩室
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FC FC

サッカー J1リーグ・FC東京のキックターゲット
ゲームです。ミニゴールに設置した的をめがけて
ボールをキックし、ゴール数に応じて景品をお渡し
しました。たくさんの子どもたちに参加していただ
きました。

東京都薬物乱用防止小金井地区推進協議会は、子ども達を
薬害から守る実行委員会と共催し、「怖いぞ薬物！ダメ。ゼッ
タイ！」とし、啓発活動を行いました。警察のキャラバンカー
では、ビデオ・パネル等で薬物の怖さを伝え、正しい知識
を広めるために薬物クイズやリーフレット等の配布も行い
ました。

家庭で充電、走っても充電、電気で
走行、発電して電気を取り出せる車
を展示しました。

赤外線映像実験、エアゾール缶
噴射剤の燃焼実験、静電気の放
電実験、全身反応測定実験等の
実演を行い、観察や体験を通し
て火災予防の普及を図りました。

東京消防庁の最新車、“VR防災体験車”が小金井に
初めてやってきました！ 360°VR映像と揺れ、風
圧・熱などのリアルな演出により、地震や火災など
の災害疑似体験ができました。いざという時、あな
たはどうしますか！消防と科学の融合を楽しんでも
らいました。

非磁性体であっても、導電性であれば磁石を
動かすことで生じた誘導電流で磁界を生じ、
磁石に追従するような動きをさせられること
（交流モーターの原理）を示した。また、圧
電効果や導電体相互間の静電容量等について
も紹介しました。
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ビン等に付着した指紋を、
アルミニウム粉末などを用
い、採取しました。

どこ竹方式の竹とんぼは刃物を使わないので、小学生でも
安全に作れます。竹の皮の部分をあぶってひねりを加えて
羽根にします。この羽根に軸を組み合わせて竹とんぼがで
き上がり。作った竹とんぼを飛ばして遊びました。良く飛
んで親子で楽しまれていました。

プラバンを加熱すると軟らくなって形が変わる。
その性質を利用すると、可愛らしいペンダントや
ブローチができましたね。きれいな色の自分だけ
の宝物として、いつまでも大事にしてくれること
でしょう。熱したプラスチックは、やけどするほ
ど熱くて触ってはいけないことも理解したと思い
ます。

普段あまり気にしないで博物館などで見ている、
標本にも見る目を変えてみると、多くの不思議が
隠れていることを知ってもらうために、今回のブー
スを企画した。今回は骨の標本から見えてくる、
動物の食性や腕の使い方などを紹介しました。

非磁性体であっても、導電性であれば磁石を動か
すことで生じた誘導電流で磁界を生じ、磁石に追
従するような動きをさせられること（交流モーター
の原理）を示した。また、圧電効果や導電体相互
間の静電容量等についても紹介しました。

「木と木をつないでみよう」というタイトルで、
当社の木工用ジョイント金具を使って木製の昆
虫の玩具を組み立てながら、ネジの仕組みを楽
しみながら体感してもらいました。
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8J1ECL JRC
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大いにいろんな本にふれ、興味をひろげ、
知的冒険に出かけてもらいました。ここ
では科学の本を中心にならべました。

100均で購入できる一般事務用品のカラー丸シールを
貼り合わせて、点描画・モザイクとして簡易な絵を作成
すると、手元では見ると目の粗いシールのかさなりに
すぎないのが、適切な距離を置いて離れて見ると、各
丸シールの境は融合してつながって、きれいな絵に見
えた。適当にシールを貼っても面白く、低年齢でも楽
しめました。

折りたたんだ障子紙をそめてオンリーワ
ンのおりぞめをしました。紙をひろげた
ときの笑顔がとっても素敵でした。

普段は見ることのできない太陽を特殊フィルターを装着した望
遠鏡で観測しました。真っ赤に吹き上がるプロミネンスと黒点
や沸き立つ表面模様などダイナミックな太陽活動を来場者に見
せました。

18世紀後半イギリスで起きた産業革命の担い手と言える
蒸気機関の発明が人類の発展に貢献しました。
その英独日の機関車と貨車、客車数両のライブSL模型を、
外路面に仮設の一番ゲージレールを使用して運転しまし
た。

国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の前身
である逓信省電気通信研究所が創立して70年になる
のを記念する期間限定のアマチュア無線局を開設し、
実際の無線交信を披露しました。また、電波の性質
を目に見える形で紹介しました。
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DNA

T2

ガラスビーズを使って、T2ファージのストラップ
を作りました！ T2ファージは大腸菌に寄生する
（を宿主とする）ウイルスです。正式にはバクテリ
オファージ！ファージは多面体の頭と6本の足を
もっていて、とってもカッコいいウイルスです。
ウイルスの世界へ一歩踏み出しました！

キラッキラのガラスビーズを使って、DNAのストラップ
を作りました！DNAは遺伝子の正体といわれるもので、
この中の塩基の配列で遺伝情報が決まります。塩基の種
類はたったの4つ。この4つの塩基を4種類のビーズであ
らわし、塩基配列のモデルをつくりました。最後に出来
上がりをクイッとひねって有名な二重螺旋構造が完成！

自分なりの走路と傾斜を
考え、つくり、起き上が
り小法師の転がりを楽し
んでもらいました。

昨年は色彩による錯視・だまし絵を展示しました
が、今年は「不思議な立体」と「トリック絵（鉛
筆素描）」の展示、トルネード実験をしました。①
鏡の前の立体が鏡に映った形と違って映る。②ト
リック絵（鉛筆素描）が立体的に見える。③ペッ
トボトルの中でトルネードを発生させる実験。

忘れられている昔の遊びを道具
を作ることから行い、遊び方を
紹介しました。

紙に模様を書いたり、色を塗り、組み
立てて、3パターンの模様が変わるカ
ライドサイクルづくりを行いました。
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CAST 

重さを計るとき、「秤（はかり）」を使うことが多い
と思います。でも、その昔、重さを比べることにより、
ものの重さを計っていました。ここでは、ものの重
さを比べる実験を通して、「釣り合うこと」につい
て考えながら、その原理を利用したおもちゃ（飾り）
である『モビール』を作ってもらいました。

人はどのように、安定して立つことができるの
でしょうか。例えば、身体の右側全体（肩から
足のくるぶし）を壁につけ、左足を横にゆっく
りあげてみましょう。自然と身体全体が左側へ
動いてしまうことでしょう。その理由について、
簡単なおもちゃを作り、考えてみました。

バットにはった水の上に載せたマーブリング用の
絵具に、専用の櫛を使って模様を作ります。模様
の上に画用紙を乗せると模様が画用紙に移り、画
用紙一面に綺麗な模様が着きました。適当な大き
さの画用紙を使って栞を作りました。水面に一円
玉を乗せる、クリアファイルに少量の水を乗せる
等して、表面張力の説明をしました。

テレビの画面に色がつく仕組みや、実際の電波に
よる通信を見ていただいたり、本物のパラボラア
ンテナを使って、焦点に情報が集まって行く様子
を体験していただきました。普段何気なく見てい
るテレビの中にも、たくさんの科学が使われてい
ることがお伝えできたかと思います。

日本大学文理学部体育学科の水島宏一教授をお招き
し、スポーツ科学における講演会を開催しました。
ICT機器の現在における発展と、そのスポーツにおけ
る活用に着目し、本公演では、体操競技におけるICT
機器の活用事例について、映像を使って紹介しました。

細胞、それは私たちの体を作っているもの。37兆と
もいわれるとてつもない数が集まって、体になってい
る。もとは受精卵というたった一つの細胞なのに…。
そんな細胞をガチャポンのカプセルの中に表現してみ
ました。今回は、カプセルが丸かったので、細胞壁や
葉緑体がない動物細胞を作りました。
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虹のこま、赤・黄・緑・青の4色に塗り分けたこ
まを作り。回すと虹色の7色の輪がみえることを
体験しました。
ベンハムのこま、白と黒だけで塗ってあるこまを
回すと薄い橙・緑・桃色の輪が見えることを体験
しました。

まず、土壌の役割りや土壌の層位（O層からA層、
B層、C層）と日本の代表的な土壌の紙芝居を見
て土壌に関する基礎知識を得ました。その後、実
際に土壌標本を作製して土壌について表土とよば
れる落ち葉の堆積したO層と黒色から暗色の有機
物の集積した団粒構造を持つA層が生態系を支え
ていることを認識することができました。

テレビ石は、曹灰硼石といいます。この石は、
光ファイバーのような性質をもった結晶が
間なく並んでいます。このため、下にあ

る物が浮き出て見えるので、テレビ石と呼
びます。アメリカ産の原石を研磨紙で磨き、
標本を作りました。落として衝撃を与える
と欠けてしまうことがあります。

身近な植物と昆虫の関係（花と花粉を運ぶ昆虫、植物
とそれを餌とする昆虫）を、模型やパネル・映像展示、
を通して知ってもらい、参加者が日常の中で生き物の
不思議を感じるきっかけをつくってもらいました。

2018年6月に小惑星リュウグウに到着した「はやぶ
さ2」とそのミッションについて、JAXA広報担当か
ら色々な話を伺い、「はやぶさ2」のサンプル採取方
法にも繋がる【クレーターの作り方】を実験しました。
また、10億分の一の惑星モデルで太陽系の惑星や太
陽の大きさの比較をしたり、本物の隕石や隕鉄にふ
れる体験を行いました。

献血された血液が輸血を受ける患者さんに届
くまでを模擬体験してもらいました。この
ワークショップを通じて、将来、参加者の皆
さんが献血に協力してくれたら嬉しいです。
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自分だけの「ペン立て」を発明してみよう！～発明工
作教室～」では、子どもたちにテーマと材料を与え、
自らのアイデアをもとに工作をしてもらいました。「解
決方法は1つではない。失敗は成功のもと。」という
事を、モノ作りを通して実感し、学ぶことができまし
た。また並行して流す「発明ってなぁに？」では、電
子紙芝居により楽しく「発明」を紹介しました。

テレビ電波の受信で使われている『八木アンテナ』を
アルミホイルと厚紙で作って、アンテナの仕組み、指
向性や電波の水平偏波・垂直偏波などの性質を体験し
て頂きました。

半田付けしないで電子ブロックを使いワイヤレスマイ
クを組み立てました。完成したワイヤレスマイクを動
作させ電線が繋がっていないのに離れた所にあるラジ
オからマイクの声が聞こえました。これは電波を使っ
て送られてきたことが分かりました。同時に2台を動
作させると混信してマイクの声が良く聞こえなかっ
た、りビート音になりることも体験しました。

アリは足が細く、ゾウは太いのはなぜ？調べてみると、体重の効果
が大きくなり、太い足でないと支えることができません。形をくふ
うすると、立てたコピー用の紙に人がのることができました。円柱
が一番強く、また三角もつよい形。じょうぶな形や大きさの世界が
身近にあることを、いっしょに実験しながら楽しみました。

本校は都のプログラミング教育の推進校です。1学
期には1年生が図工の授業で「ビスケット」を使用
したプログラミング教育を行いました。今回は1年
生が講師となり、「ビスケット」の操作方法や楽し
さ等を、来場された方々にお伝えしました。

これまでに万華 は、内部にある小さな色ガラスなど
の移動によって色模様を作り出しています。しかし無
色の材料だけで作ったこの偏光万華鏡は、内部に動く
ものがないのに、千変万化する模様と色彩が観察され
るというまったく新しい考案です。
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やじろべいを作って、重心の大切さを意識して、普
段生活でも体感するようにしました。科学的な考え
と芸術的な創造性が養成されました。

ビー玉が転がることにより、位置エネルギーが運
動エネルギーに変わるプロセスを体感して、さら
に遠くに転がっていくにはどうしたら良いか考え
させました。

積木を使用して、巨大オブジェの創造性ある
物を造りました。巨大オブジェの中に力学と
美しさを両立させる感性を育てました。

実施本部は安全管理委員の活動拠点としての役
割の他、救護スタッフも常駐しました。

次世代自律移動型ロボットによる自律走行のデモンストレー
ションを行いました。事前に作成した環境地図をもとに、目
的地まで障害物を回避しながら自律的に走行しました。参加
者にはロボットが走行する際の通過地点を決めてもらい、自
分が設定した経路で自律走行できることを体感することで、
最先端の技術に触れていただきました。

小学生向けに生物多様性を理解するための映
像の上映と生きものの写真及び昆虫標本を
展示し、解説いたしました。映像は、20分
で89種類の生きものが出てきます。写真は、
サカナを中心に50枚を展示し、昆虫標本は
蝶を中心に約200点を展示し、それぞれ解
説しました。
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Mitaka

今年10回目の開催となった、「みたか太陽系ウォー
クスタンプラリー」！ 10回目を記念して、初出展
しました。太陽系に関連するパネルを展示し太陽
系の魅力を発信するとともに、1日限定スタンプで
ある彗星スタンプを初めて設置しました。

磁石に付く、ブラックライトで光る、よく伸びるなど、特
徴を持つスライムを作りました。原料をかき混ぜていくこ
とで徐々に粘性が高まり、スライムができてくる様子を実
感していました。身近な高分子を用いていろいろなスライ
ムができることを楽しんでもらいました。

（1）国立天文台の星座早見盤の制作及び使い方を習得しました。
これで星空観察が楽しくなります。（2）宇宙を自由に行き来でき
るMitaka（ミタカ）※を体験し、宇宙を理解してもらいました。
操作方法を習得し、自宅でも宇宙旅行を楽しんでもらえるように
になりました。※Mitakaは国立天文台が開発した無料のソフト
ウエア。パソコンダウンロードして、自宅でも気軽に宇宙旅行を
体験することができる。学校の先生にもお勧めします。

金融すごろくの使用やお小遣い帳の記入を通して、自分が大き
くなった時をイメージしてもらいながら、ライフイベントごと
に必要になるお金の理解や、働いた収入から「貯める・備える」
等のお金の大切さを理解してもらい、経済の基礎となる考え方
を養いました。

工作体験としてLEDとボタン電池だけ7色に光るミニラン
タン作りを実施しました。本体作成に3Dプリンタを利用
することで、子供達は外装に紙を貼り自由に装飾するだけ
でランタンを組み上げることができました。家庭用の3D
工作マシンやロボットのデモ展示も行い、身近になった最
新技術にも触れてもらいました。

凹凸や台形、ドミノの形をした積木と会場にある机等
を使用して、科学的な考えと芸術的な創造性が養成さ
れるもので、年代を問わずに長時間楽しめました。
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生命科学分野と美術分野が連携し、ミクロの世界に生き
る珪藻の生態や分布について紹介しました。レクチャー
や観察を通して珪藻についての学びを深めたのち、川の
模型の中に隠された珪藻型のキーホルダーを探し、磨い
てピカピカにしました。珪藻の魅力に迫るワークショッ
プです。

「ヒイラギモクセイ」という植物があります。薬品
で葉肉を取り除き、葉脈だけにした標本を作りまし
た。葉の仕組みや役割りを観察・学習できるだけで
なく、見た目にもきれいなしおりとして持ち帰って
もらいました。

都立多摩科学技術高等学校ロボット研究部が
LEGO社製マインドストームを用いて作成し
たロボットを展示しました。また、来場者の
みなさまに同ロボットの操作に挑戦していた
だきました。

ワールドアイにて太陽フレアを投影、宇宙天気予報の紹介を
行いました。南極ゆうびんでは、参加者の皆さんに葉書を
書いてもらい、切手を貼ってポストに投函してもらいまし
た。この葉書は、観測を行うために南極に向かうNICT研究
員によって運ばれ、昭和基地内郵便局にて消印が押されます。
2019年4月頃宛先に配達される予定です。

動物の中には、赤ちゃんとお母さんで全く違う姿をして
いるものがいたり、産まれた後どうやって過ごしてい
るかが種類によって違ったり…そんな様々な「動物の赤
ちゃん」をテーマに展示を行いました。また、かわいい
モルモットやハムスターとふれあうこともできました。

日常生活の中で身の周りにはたくさんあります
が、普段なかなか触れる機会の少ない時計につ
いて、時計機構部の組立と動作の確認をしなが
ら仕組みを理解したり、日時計の製作体験を行っ
たりといろいろな時計に触れながら、体験でき
るようにしました。
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chibi lab

「光の色を見る」、「自然放射線を見る」、及び「情報を
伝える光を見る」の3本柱で展示をしました。それぞれ
が人の目では直接見えないものを物理的方法によって
可視化して見せました。白色光を分光して虹を作る方
法は複数紹介し、現場での工作も行いました。

円筒状の鏡に映る像を、「Peaucellierの反転器」という
作図器を用いて描いてみる実験をしました。物体と像
と円筒の半径の間には「反転」の関係が成り立っており、
その関係のもとで反転器は動きます。最後には、反転
器で歪んだ絵を描き、それが円筒状の鏡に映ると元の
形に戻る実験もしました。

親子で立方体万華鏡作り、レジンでストラップ作りとも楽
しんで作ってもらいました。別々に作って、ペアで持つ人
たちもいました。時間が無い人には「うらかえせる」を持
ち帰り、少し時間のある人にはリングキャッチャーや「風
独楽（かぜごま）」をトライしてもらいました。

都立多摩図書館では111のアイディアを提示して、小
学生の自由研究を応援しています。本日はその中から
いくつかのテーマを作品と関連本とともに紹介しまし
た。面白い実験や工作などに挑戦したい人、楽しい知
識の本を読みたい人、ぜひお寄り頂ければと思います。

今回の数学アラカルトは、みなさんにパズルに挑戦し
てもらいました。そのパズルは、4枚の平面を1点で
交わらせてもらいました。また、科学の祭典全国大会
の応用編も用意しました。

泥だんごをスプーンで磨き、土でできているとは思え
ないほどピカピカに光らせました。小さなお子さんか
ら大人の方まで、皆さん夢中になって磨いてください
ました。また、土についてのクイズを出題し、実際に触っ
てたしかめ、親しみながら考えてもらいました。土に
対する興味がわいて、知らなかった様々な知識を得る
ことが出来たと思います。
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 小金井市立中学校　各校章

自然を学ぶセンス・オブ・ワンダーを伝える
ブースでした。富士山頂と、家や学校の自然環
境とを比べる実験を工夫し、試しました。空気
はどう違うのか。飛ぶ、浮く、落ちる、押す、測る、
撮影する実験などを通じて意見を述べ合いまし
た。自然の様々なふるまいを知り、対処のしか
たを身につけ、防災への備えを考えました。

2020年より小学校にプログラミング教育が義務付け
られています。今回、教育向けパソコンRaspberryPi
でプログラミングと電子工作の体験を通してScratch
によるプログラミングとロボット操作などを楽しみま
した。

牧場や動物園のふれあい体験で出会うこともあるヒツジ。
干支にもあるヒツジについてクイズと関連書籍で紹介し、
その生態やヒトとの関わりを学び、糸に紡ぐ前の原毛を
使ってヒツジ人形作りを体験していただきました。1頭の
ヒツジから刈取られた毛の展示も行いました。

水溶液の酸性・アルカリ性は理科室での実験の特別なもの
ではなく、生活の中でとても身近で、きちんと知って正し
く扱うことで安全に便利に使うことができます。今回は、
楽しい実験を通じて、成分を確認することや、扱い方を知
るきっかけになればと、作業だけでなく個別にコミュニ
ケーションをとるようにしました。

空気の存在を確かめるためにはどのような方法があ
るかを実験し、空気の性質について書いてある科学
の本を楽しく読む体験をしました。空気をテーマに
書かれた絵本を展示し、手に取ってもらいました。
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ダンゴムシが迷路のスタートからゴールまで迷う
ことなく歩くことに驚きの声が上がりました。

今、普通に使われている磁石では難しい実験
も、最近の強力な磁石を使うと、興味深い動
きをするモーター等が作れます。例えば、空
中で回転子（コマ）を何時間でも回転させた
りできるのも、強力な磁石を使うことによっ
て実現しました。

放射線測定器を使用して試料の自然放射線量を測
定しました。用意されたしゃへい物を用いて放射
線のしゃへい効果を体験し、知る。五感で感じな
い放射線についての知識と理解を深めることがで
きました。

簡易脳波計で自分の集中力をきたえるトレー
ニングを行いました。トレーニングの効果を
アーチェリーの的当てゲームとmBotの操縦で
テストしました。

プラスチック製のアルコールボートを作りまし
た.水の上に浮かべたボートをアルコールと水の表
面張力の差の力により走らせます。作ったボート
は持ち帰れるので、家でも遊べるようにしました。

地図が描かれた折紙で紙風船を折ってもらい
ました。上手にできると地球儀のような紙風
船ができました。
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料電池を題材とした手ごろで簡単な実験を通して
科学に触れる機会を持ちました。燃料が燃えると
きに出るエネルギーを電気として取り出すことが
できる仕組みを燃料電池と呼びます.ここでは、
燃料電池で車の模型を動かす等、燃料電池に関わ
る実験を通し、現象や原理について理解を深める
展示を行いました。

私たちは毎日安全第一で列車を運行しています。今回は、安
全を守る2つの仕組みをご紹介しました。もし緊急に列車を
止めなければいけない事態を見つけたら、ホーム上の列車非
常停止ボタンを押してください。また、線路に物を落としたら、
駅係員にご連絡ください。マジックハンドでお取りします。

ガラス産業連合会は、板硝子協会、硝子繊維協会、電気硝子
工業会、日本硝子製品工業会、日本ガラスびん協会、ニュー
ガラスフォーラムの6団体が属し、ガラス産業の発展と国民
生活の向上、環境負荷削減に寄与することを目的として活動
しています。青少年の方にガラスに対する理解を深めて戴く
ために出展させて戴きました。

電子回路をブレッドボードに組立てランプ
を点滅させたりオルゴールをならしたりし
ました。

実際の植物の種の模型を作り、飛ばしてみることによって
自然界の不思議を実感してもらいました。

参加者が実際に、音の振動を利用したおもちゃで
音の振動を感じたり、音がどのような仕組みで
聞こえるのかを体感したり、ワイングラスと水を
使って音を奏でてみることで、音の正体を面白く
楽しく学んでもらえました。
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住まいの快適さには、何が関係しているのだろうか。
今回は、湿度に着目する。調湿機能がある珪藻土の
部屋モデルと、調湿機能がない部屋モデルとの、体
感を含めた比較実験を行いました。
また、珪藻土を実際に壁に塗ってみる、セルフビル
ド左官体験を行いました。

「大道芸を科学せよ！」との指令を受け、世界中から
大道芸人が集まる街『静岡』から来ました。今回、み
んなが『皿回し』をマスターし、回転するものの不思
議（ジャイロ効果）を体験できました。いろいろな科
学を駆使したパフォーマンスで、みんなを魅了する大
道芸。皿回しを通して、その秘密に一歩近づくことが
できました。

公益財団法人鉄道弘済会義肢装具サポートセンター
にご協力いただき、日常用大腿義足並びにスポーツ
用下腿義足の体験会を行いました。義足を履けば歩
けるのではなく、歩くためには訓練が必要なこと、
更に、義足で走ることの難しさを多くの方に理解し
て頂く機会となりました。

糸を左右順番に引っ張ると、糸とストローの摩擦
によって厚紙でできた人形がのぼっていくおも
ちゃ「のぼり人形」を来場者に作ってもらい、実
際に人形で遊んでもらいました。その他、立方体
万華鏡や錯視の実験などをブースで体験していた
だきました。

自然エネルギーの世界は創エネだけではない。創エネ・
省エネ・蓄エネを含む全体を見る必要があります。こ
こではとくに蓄エネ、とりわけ蓄電池による自然エネル
ギーの広がりについて考察し、展示および模型による実
演を行いました。省エネと蓄エネを併せて地域でエネル
ギー独立をいかに進められるかを模型で示しました。
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普段はあまり意識することがない大気の力（圧力）です
が、実はとても強い力です。容器に風船やマシュマロを
入れて手動のポンプで排気してその力を体験してもらい
ました。また、人が真空の中に入るとどうなるでしょう
か？水の入った容器やトマトなどを排気してその様子を
観察してもらいました。

Gigoブロックを使って、いろいろな装置作りにチャレ
ンジしました！ちゃんと思い通りに動くかな、なんで動
かないんだろう、もっとよく動くように工夫してみよう。
いろんな仕組みを考えながら、STEMを体験してもらい
ました。

2種類の動力を切り替えるハイブリットカーの工作を通
じ、太陽光でクリーンエネルギーをつくりだす（創エネ）
ためる（蓄エネ）、ムダな電気を減らす（省エネ）について、
分りやすく学ぶことができる環境学習です。

環境に優しいケナフの無薬無漂白、水だけでエコパルプ
作りに成功。ついで、園芸種・山野草・野菜に応用、約
50種の優良パルプを得た（現物展示）。今回、代表的な
植物（ケナフ・ひまわり・ガーベラ）と最近開発したと
うもろこし包皮、銀杏落葉（秋）の紙すき（ハガキ大）
を行い、素材の風合いや草花をあしらったデザインを楽
しんで戴きました。（持ち帰り自由）

光や色の三原色について簡単な説明を行った後、分光
シートとホロスペックスフィルム等を使った簡単な工作
を行いました。また、導電ペンを用いて、名刺サイズの
紙に回路を描き、電池、LEDを配置し、LEDを点灯さ
せた。さらに、紫外光に反応するペンやUVビーズを用
いて可視光線以外の紫外線の存在を知らせることができ
ました。

光の全反射によって、自分で書いた絵が
消えたり、元に戻ったりと驚きがあり、
参加者が光についての興味・関心をもつ
ことができました。

－ 23－



・Tokyo Metropolitan Tama High School of Science and Technology（SSH指定校）

日本の各地で叩かれている伝統芸能の和太鼓
を体験していただきました。
昨年受講した子供がプロの会に入会したそう
です。

（小学生が）日常生活で、何気なく
使っている“電気”の存在、便利さを、
ミニ実験キットにより楽しく理解し
てもらいました。

① 学校用務主事が学校で剪定作業、チップ化処理を
行っている写真を展示
② チップ堆肥や腐葉土を展示
③ 堆肥の中にいるミミズやカブトムシの幼虫を見てい
ただきました。また、剪定した枝をスライスした板に、
来場者の名前を聞いて、刻印し、チェーンとヒート
ンをつけて、用意した250枚すべてを配布しました。

① 学校給食を作っているところの写真やビデオを展示
② 実際に学校給食で使用しているビッグなしゃもじや
ヘラ、回転 の展示
③ 学校給食の歴史などの展示をし、展示内容からクイ
ズを出題して回答して頂いた方に、揚げパンを試食
してもらい好評をいただき1,000人分のパンはす
べてなくなりました。

－ 24－



9 22 ( S410

  AI

NPO
2040 60 2065 91

1 AI

AI AI
AI

13:00 13:05

13:05 13:30

NPO

5g 1kg

－ 25－



140

3 4
JRA

CM

4

6 5

 

学　長　賞大会会長賞

特　別　賞

－ 26－



 

夏休み生徒作品展受賞者

－ 27－



中学生ボランティアの声から
中学生ボランティア26名

☆ 「電気や磁気で遊ぼう」：色々な人に、展示物を簡単に、分かりやすく説明する事ができました。説明を終えた後に、「分
かりやすい説明で良かった」と言っていただけたので良かったです。今回も良い経験になりました。

☆ 「よく飛ぶ竹とんぼを作って遊ぼう」：竹とんぼのブースでボランティアをしました。とてもたくさんの人が来てくれまし
た。竹が全部なくなったら、「私もやりたかった．．．」など言っている人もたくさんいました。また、竹とんぼのブースで
ボランティアをしたいです。

☆ 「みんなでおりぞめをたのしもう」：今日、おりぞめのボランティアをしました。小さい子がたくさんきて、説明するのが
たいへんでした。わかりやすく説明するために少し苦労しましたが、小さい子がかわいくて、疲れがふっとびました。ま
た、できたらボランティアをしたいです。小さな子たちがたくさんきて、その子たちの目線に合わせなければと意識しな
いといけませんでした。ずっと立ったままで、とても大変だったけれど、それでもきてくれた人が「ありがとう（^_^）」と言っ
てくれたときは、うれしかったです！大変でも楽しかったという気持ちの方が上でした。またぜひ参加したいです。

☆ 「虹のこまと新形ベンハムのこまをつくろう」：僕は、「虹のこまと新形ベンハムのこまをつくろう」という出展タイトル
の企画を手伝わせてもらいました。小さい子にわかりやすく教えるのは大変だったけれど、小さい子にわかってもらえ
た時、「ありがとう」といってもらえた時、すごくうれしかったです。これからも色々な人に喜んでもらいたいと思うので、
他のボランティアにも参加したいです。

☆ 「ワイヤレスマイクを組立て微弱電波で遊ぼう」：思っていたより説明するのが難しかったです。でも、電線の回路など
は、おもしろかったです。ボランティアだからこその楽しみ方もあり、とても楽しむことができました。ゆっくり話してあ
げたり、読んであげたりして、分かりやすく説明しました。また、ボランティアをして知らない人との交流や、コミュニケー
ションがとれて良かったと思います。また、色々な体験や工夫なども実感して、体験して、とても楽しかったです。また、
やりたい、来たいと思いました。

☆ 「選んで作れるびっくり☆不思議なスライム」：私は人と接するのが苦手だったので、このような機会で少しでも改善で
きたのでよかったです。これからもボランティアに参加したいと思いました。これからも人の役に立つ事をしたいです。

☆ 「自然にある放射線を測ろう」：楽しかったことは、色々な所に回って実験したりするのがよかったです。大変だったこ
とは、接客をするときに説明が間違えていないかとかが気になって、緊張しました。心に残ったことは、接客している時に、
みんなが笑ってくれたことです。

☆ 「立方体万華鏡・レジンでストラップ作りほか」：様々な人がやってきて、それぞれ対応を変えるのが大変だったけど、
慣れたら楽になりました。来年もボランティアに行きたいです。ゆっくり、分かりやすく、簡単に話して仕事をしていきま
した。小さい子がほとんどだったので、理解するのに時間がかかる子が多かったけど、みんな上手くできていてよかった
です。今までにない体験をすることができてよかったです。

☆ 「環境に優しい植物エコパルプの発明と紙すき」：最初は、高校生と大人だけで、なれられるか不安だったけれど、周
りの人が教えてくれたので、すぐに慣れました。なれてからは、紙すきをやるのがとても楽しくなりました。また、高校
生とも仲良くなれてよかったです。

☆ 「義足体験会」：予想していたものとはかなり違うものでしたが、最終的には割と有意義な時間になりました。来て良かっ
たと思います。ただ、何が問題だったかと言うと、非常に疲れた事です。

☆ 「STEMクエストスタジアム Jr.」：小さい子と一緒にすごすのは大変でした。（小さい子は）メカ的な複雑なものが好
き。一番が好き。全部やりたい。分かったのは、同じ目線で話してあげると子供はおちつく、ということでした。

☆ 「カラー丸シールで点描アート」：小さい子に教えてあげるのが大変でした。教えてあげたり、手伝ってあげたりして作
業がスムーズに進んだことが良かったです。

☆ 「昔遊びの科学」：たくさんの人に教える大変さを知ることができました。ありがとうといってくれた人がたくさんいて嬉
しかったです。ボランティアの大切さや、小さい子との触れ合いの大変さも知ることができました。

☆ 「これで君も大道芸人！皿回しを科学せよ！」：接客が楽しかったです。小学生の相手をするのはまあまあ大変でしたが、
その大変な分、やりがいを感じました。あきらめないで仕事をすることで良い事があると改めて感じました。それに、仕
事はひとつひとつ片づけていく事が大事という事も感じました。
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高校生スタッフの声から 高校生スタッフ220名

☆ 「生き物のつながり」上映・昆虫標本展示：東京（主に日野や多摩川）の生物についてのブースを担当して、食物
連鎖と人間との関連性や、今、子供に教えるべき「生物」とは単純に名前を覚えされるのではなく、何を食べ、何
に食べられ、何が天敵で、どこに卵を産むのか、といったことを覚えさせることが、大切であるということを学ば
せていただきました。そして、社会に出るときに必要なコミニケーション力を育成するための練習として、まずは
子供たちとのコミニケーションを取ることができました。この科学の祭典で得た知識はこれからの将来にとても役
立つと思いました。そして自分に欠けていた生物の知識が少しでも身に付いてよかったです。

☆ STEMクエストスタジアムjr.：私は今回のボランティア体験を通して2つのことを学びました。1つ目は子供との
接し方についてです。ボランティアをしたブースの目的が子供のエンジニア力を測りたいというものだったので、
出来るだけ子供の意見を聞きながら進めていくことが必要なので、未就学児にも積極的に意見を聞いていくことや、
子供が答えやすい質問内容にするなどの接し方を学ぶことができました。2つ目は、一緒にブースを担当していら
人たちと協力しながら作業をしていくことの大切さです。一人では何人もの子供たちに一度に教えることは出来な
いので、手分けして担当したり、事前の組み立ての時も、部品を近い人が遠い人に渡すなどをすることで効率の良
い作業ができるようになると感じました。今回のボランティアを通じて学んだことは、ほかのボランティアだけで
なく、来年の文化祭やその他の行事にもつながってくると感じました。

高校生ボランティアについて　　東京都立多摩科学技術高等学校　矢島 哲也
　「未来の科学者を育てる」ことを目標としている本校では、2012年より「科学の祭典」東京大会 in小金井で、
教科「人間と社会」の体験活動の一環として、1年生全員を高校生ボランティアとして配置させて頂いております。
ブースのスタッフの方との打ち合わせ、幅広い年齢層のお客様への対応、ブースの実験説明やその補助・宣伝など、
多岐に渡るボランティア活動は、コミュニケーション能力の育成にも有意義であり、科学的なものの見方を育てて
いる本校1年生にとっては、非常に貴重な機会となっています。また、祭典の報告書を作成するため、本校の写真
部も全ブースの活動写真を撮影するなど、学校をあげてこの祭典を盛り上げています。

　　高校生スタッフとして東京都立多摩科学技術高等学校（小金井市）の1年生全員が、2012年より、「青少年のための科学
の祭典」東京大会in小金井に奉仕体験活動の授業の一環として参加しています。ブースに数人ずつ分かれ出展者と共に担当
するブースの内容や実験の説明・実験補助など大活躍をしています。また、本報告書の出展ブースの写真の一部は、多摩科
学技術高等学校写真部員が撮影したものです。改めてご覧いただきたく存じます。

☆ 「身近な液体のpHを調べる人口イクラを試す」：最初ははずかしかったけど、勇気をもってお客さんに話しかけたら笑
顔で対応してくれて、うれしかったです。また、あこがれの多摩科技生と話をして、色々なことを教えてもらったのも楽しかっ
たです。

☆ 「宇宙天気予報と南極ゆうびん」：今回、ボランティアのブースに行ったら、（ボランティアは）高校生の男子しか居な
かったけど、とても仲良くしてくれて楽しかった。すごくなじみやすい場所で、また来たいと思いました。小さい子たちと
も話せたし、目上の方と接することができました。とくに、ガチガチに緊張することもなく、いつも通りにできました。

☆ 「マーブリングの秘密」：最初は緊張して、うまく説明できなかったり、声が小さくて、何度もききなおされたりとかした
けれど、いろんな人とかかわっていくうちに、どうやったらわかりやすい説明ができるかとかがわかってきて、最後は楽
しくやることができてよかったです。またやりたいです。

☆ 「偏光板の実験と偏光板万華鏡の工作」：説明は簡単でしたが、１つ物を作るのに要する時間が長いため、疲れました。

☆ 「３DプリンタでLEDランタンを作ろう！」：来た人に質問されたときに答えられたのが嬉しかったです。

☆ 「住まいの快適を考える－珪藻土による、調湿・消臭－」：作品の説明が大変でした。でも、楽しかったです。出来れば、
また、このボランティアに参加したいです。

☆ 「こちらはアマチュア無線局8JIECL」：小さい子から大人の人まで、みんなが楽しんでくれていました。「楽しかった。
ありがとうございます。」などの言葉をもらうと、今日ボランティアをやってよかったと思いました。

☆ 「燃料電池」：最初、小さい子供＆親の方々に分かりやすく伝えようとするのが難しかったですが、試合と同じで、試合
の中でどうするのか、どうゆう風にこなしていくのかということを考えて実行していき、分かりやすく説明することができ
ました。本当に、良い経験ができました。
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☆ アマチュア無線 こちら8J1ECL：私は今回のボランティア活動を通して、仕事というものがどういうものか少し
理解できたのではないかと思う。今までは学校の中でしか活動していなかったので、社会で大人と一緒に仕事をし
たのは初めての体験だった。今回自分が担当したブースは役割が多く、周りの人たちは皆忙しかった。だからこそ、
あまり他の人の力を借りるわけにはいかない。説明をよく聞き、すぐに活動を開始した。しかし、最初は慣れない
こともあり、何度か助けてもらった。そのうち、自分で仕事を次々とこなせるようになると同時に、達成感による
嬉しさも出てきた。初めてのことは緊張するが、挑戦してみるものなんだと思う。

☆ カラーシールで点描アート：今回の科学の祭典のボランティアで、新たに知ったことが2つあった。一つ目は、身
近にある科学技術の原理を分かりやすく伝える方法だ。今回担当したカラーシールで点描アートでは、デジタルカ
メラなどの画像がたくさんのピクセルでできていることを、点描画を実際に作らせることで説明していた。このよ
うなアプローチの仕方もあるのだと今回の体験で気づいた。二つ目は、辛抱強く待つことも仕事であることだ。担
当したブースでは、担当者の方々が私たちにどのように動けばよいか的確に指示してくださった。しかし、指示して
くださった通りに動いても、お客さんが点描画を作っている間は何もやることがなかった。とても暇だった。でも、
これも仕事だ、お客さんのためだ、と思うと「頑張らないとな」と思えた。だから、辛抱強く待つことも大事な仕
事であると胸に誓って、今後の人生を生きていこうと思った。

☆ カラー丸シールで点描アート（S105　化学体験クラブ府中）：今回私が参加させていただいたものは、点描画の「近
すぎると別々の色のかたまりにしか見えないものが、正しい距離で見ることによってひとつなぎの絵のようにみえ
る」という効果を体感するブースでした。中学の美術でしばらく点描画に取り組んでいたので、とても馴染みある
内容でした。1日説明を対応させていただいた中で、同じ絵を作るのにも、その子一人一人にやり方、作業時間が
異なり、様子を見ている親とのやりとりにもどれひとつ全く同じものはありませんでした。小さい子たちだからこそ
その違いがはっきりと現れていて、改めて人間の多様性に驚かされました。このブースはとても人気だったため他
のブースを見て回ることはできませんでしたが、良い経験になったと思います。

☆ すうがくアラカルト～四平面まじわりパズル～：はじめは十分な説明もないままボランティアをすることになり、
お客さんが来ても担当の人に手伝ってもらいながらの接客と、正直最悪のスタートだった。しかし、今回のボランティ
アで、私は主に二つのことを学んだ。まず、友達の心強さである。自分含め他の人が十分にパズルの作り方をわかっ
てないとき、試行錯誤を繰り返し、人に説明できるまで理解した友達がいてくれたおかげで今回のボランティアが
成功に終わったのだと思う。次に接客することの楽しさである。仕事に慣れてからはお客さんと会話をしながら作
業を進める余裕も出てきたが、子供が圧倒的に多く、一緒作るのが難しかった。しかし、だからこそ完成して喜ぶ
顔や終わったあとの感謝の言葉が何よりも嬉しかった。最後に今回のボランティアは困難もあったが、貴重なこと
が学べた素晴らしい体験になったと感じた。

☆ ビー玉の道で位置エネルギーを体感する。：一日中、子供たちの見本となるような、積み木のタワーやおもちゃな
どを作っていたのですが、子供たちの創造力に驚かされました。作りたい物もなく、考えながら積み木をしていて、
ふと子供たちの作品を見てみると思いつきもしなかったようなかたちのものを作っていて、頭のやわらかさは勝て
ないと思いました。最後にみんなで一言ずつ感想を言っていったのですが、「子供たちの創造力に驚かされた」と話
したら、「みんなが、見本となるものを作ってくれたおかげだ」と言われ、私は嬉しくなりました。今日のボランティ
ア活動で人々の役に立つことができて良かったです。

☆ プラバンに色を塗り、熱してブローチを作る。：文化祭の時みたいに小さい子供たちがたくさんいた。自分のつく
りたいプラバンもつくれて自分たちも楽しめた。普段頼られないけど質問してくださった人に対してボランティア
のスタッフとしてしっかり対応できたと思う。また小さい子供たちの絵や作品を見て子供たちの発想力やアイディ
ア、個性はすばらしいとも思った。私は皆の前に立つことも得意ではないし、自分の意見を持つことも少ないので
自分の小さかった頃の発想力や好奇心を生かして2年生、3年生での研究や学習に生かしていきたいと思った。今
後のことも考えることもできたし楽しかったし凄く良い経験ができてよかった。

☆ よく飛ぶ竹とんぼを作って遊ぼう：今回の科学の祭典のボランティアで学んだことがたくさんありました。一つ目
の学んだ事は、竹とんぼは子供の玩具にもかかわらず、とても精密に考えられているということです。一緒に仕事
をした蒲さんによると、竹とんぼの羽は横9cm、縦1.5cm、厚さ0.5mmで作ると一番飛びやすく、羽を曲げる時
も、15°曲げると一番よく飛ぶらしいです。こんな事まで研究しているなんて竹とんぼ愛が素晴らしいと思いました。
二つ目の学んだ事は、仕事する側の大変さです。僕はこのような祭典やお店に行く時、行けば誰かがいて、準備が
されていて、とても気持ち良く過ごすことが出来ると思っていました。しかし今回の祭典で、大変な準備と店員さ
んの苦労により素晴らしいサービスを受けられるのだと知りました。
　とても良い経験になりました。ありがとうございました。

☆ ラズパイのプログラミングとロボットで遊ぶ：今回、私の担当したブースには沢山の人が来た。そのほとんどが小
学生低学年くらいの小さい子供だった。それは私にとって驚きだった。何故なら「プログラミングは難しい」とい
う固定観念があって、小学生、それも低学年の子供は来ないと思っていたからだ。しかし、ブースに来た子供達は、
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みんな楽しそうにプログラムを組んでいた。そして、分からなくなると周囲のスタッフや、私たちに声をかけて質
問していた。この、固定観念にとらわれず、まずはやってみる、そして分からなくなったら、一人で悩まず周りを
頼るという姿勢は、とても大切な姿勢だと思った。そして、私はそれを忘れがちだと思った。無邪気な子供に大切
な事を教わった気がした。

☆ ラズパイのプログラミングとロボットで遊ぶ：ボランティア活動をするのは初めてではありませんでしたが、今回
は特に達成感がありました。最初は、教えてくださった方の後ろで見て学びました。まずは来て頂いた方々に話し
かけることが大事、話さないとなにも始まらないということを改めて学びました。子どもたちが楽しそうにプログ
ラミングしていたり、ロボットで遊んでいたりするところを見ると、思わず笑顔になってしまいました。そして何
より嬉しかったのが、子どもたちが帰る時に言ってくれた「楽しかった」の一言でした。来てよかったなと思いま
した。仕事をすると報酬がもらえるように、ボランティアは「達成感」がもらえるんだと改めて感じました。今回、
科学の祭典で手伝うことができる機会をいただけたことに本当に感謝しています。今回の活動で得た経験は、将来
自分と人生できっと活躍できるのだと信じています。今後もボランティア活動に、積極的に参加していきたいと思
います。

☆ 献血・輸血ってなんだろう？：係りの人に説明を聞いて、まだ人工の血液を安価で作れる技術が無く、輸血用の血
液を確保するには献血をしなければならないことを知った。模型などを使い、子供達に輸血や献血のことを知って
もらうブースだったが、僕は最初、子供達はこれに興味があるんだろうか？と思っていた。しかし、僕の予想以上
に人が入り、子供達も楽しんでくれていたようだった。また、自分自身もあまり輸血や献血、献血によって集めら
れた血液がその後どうなるかなど、知らないことが多く知れて面白かった。献血は針をさされて、かなりの量の血
を取られると聞いて苦手なイメージを持っていたが、輸血を待つ人の助けにもなるそうなので、もう少し大人になっ
たらやってみてもいいかも知れないと思った。

☆ 子供のための学校給食を考える：今回の科学の祭典では、比較的人と接する場面の多い仕事をした。普段あまり知
らない人と話さない自分には、とても良い経験になったと思う。具体的には、一人一人にしっかりと声をかけるこ
とや、ただ挨拶をするだけではなく、しっかりと話すことが重要だと感じた。また、仕事の面では、効率よくかつ
お客さんに満足していただけるようなサービスをすることがとても奥が深く、担当の方にも多くのことをを教えて
いただいた。さらに、多くのお客さんと接することが出来、コミュニケーション力が向上したように思う。仕事が
終わってからは、様々なブースをまわったが、どれもとても考えられていて、科学の面白さを効果的に伝えていて
良かった。これから科学を好きになってくれる人が増えてくれると良いなと感じた。

☆ 消防ファイヤーラボ：私は、消防ファイヤーラボのボランティア活動を通して、関心をもったことが2つある。1つ
めは、幼い子供に防災に関する知識を教えることで、今後の未来への防災をしているという点である。消防ファイヤー
ラボの主なターゲットとなる層は5歳～10歳であり、ターゲットである子供を消防車に乗車できる体験などで集客
し、簡単かつ理解しやすい防災に関する実験などに誘導し、興味を引かせていた。更に、子供が実験に興味を示し
ている間に、親にもしっかりと防災への意識を持ってもらうため、今すぐにでも実践できる防災知識を教え、二重
で防災を呼び掛けていた。2つめは、集客する際には笑顔かつ楽しい雰囲気で子供達が親しみやすいようしている
点である。その効果はとても効いているように思えた。しかし、親しみやすい点から少し失礼な態度を取ってしま
う子供も何人か見られたが、消防署の方々は優しく振舞い関わっていて流石だと感じた。

☆ 昔遊びの科学：私がが今回ボランティアした団体の昔遊びの科学では、ぶんぶんごまのところを担当しました。最
初はとても緊張していたけれど、その緊張が分からなくなるほどに忙しくて大変でした。担当の団体の人達や子供
達と沢山コミュニケーションがとれて、自分にとっていい経験になったと思います。あまり他のブースを見に行く
ことができなかったけれど、面白そうだなと思ったところを調べたりして、新たな知識を得ることが出来たので良
かったです。興味の幅が広がることは研究に繋がると思うので、これからも色々なものを目にして知って行きたい
です。

☆ 積木で巨大オブジェを創ろう！：今回のボランティアはとても頭を使いました。凹凸のある積木をつかってオブジェ
を作るのは初めてのことだったので、始めはとても苦戦しました。前回作った作品の例などを見ても構造が分から
ず頭をやわらかくして考えることが求められました。最近は科学がいいように使われない時があるのでこういう単
純で難しいものが世界に広まって欲しいと思いました。また、この部屋でやっていたビー玉や、やじろべえも楽し
むことができて良かったです。今回のボランティアで残念だったのは、他のブースが回れなかったことです。お昼
を食べる時間に少し回ることが出来ましたが自分の行きたかったブースには行けなかったのでとても残念です。こ
のブースはいつでも人がたくさん入っていたので、シフトがあってもいいと思いました。今回のボランティアは改
めて科学とは何かを考えさせられる活動でした。頭が少し柔らかくなったと思います。また、地域の人とも仲良く
なれてとても良い活動に出来ました。

☆ 積木で巨大オブジェを創ろう！：私のブースでは、「トコ積み木」という積木で、様々なものを創り出す企画が4つ
同時に行われていた。トコ積み木には、凸型（ト）と、凹型（コ）の形の2種類があり、それらを組むことでほか
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の積み木では創れないようなものまで作ることができる。主に子供向けだが、高校生の私たちでも一日中遊べるの
ではないかと思うぐらい、面白い積み木だった。また、担当者が作った作品も写真で見せてもらったが、創造力豊
かで、一目みただけじゃ作り方が分からなかった。トコ積木で遊んだら、子供は創造力が強化されそうだ。残念な
がら、他のブースに行くことはできなかったが、よい1日だったと思う。みんなが持っていた、T2ファージのストラッ
プは家で作ってみようと思う。

☆ 電気や磁気で遊ぼう：今日は、様々なことを学びました。まず、1つ目は電車のモーターの原理やテルミンのこと
を学ぶことができました。特にテルミンは簡単に言うと手を近づけたら音がなる、装置です。これを初めて見た時
はとてもびっくりしました。ついハマってしまいお客が来るまで遊んでしまいました。大学生とも仲良くなったり
教授とも話せたりできたのでいい時間を過ごせたと思っています。話を聞いたとき、｢こんな難しいことを説明する
のか｣ と思っていましたが、いざやってみると楽しいものでした。そして、やっぱり子供たちにとってテルミンは
人気だったようで ｢面白い｣ と言ってくれた時はとても嬉しかったです。

☆ 燃料電池：とにかく忙しかったという他ない。たくさん人が来たブースに比べたら少ない方ではあったがスタッフ
の人数が少なかったので少数精鋭だ。燃料電池と言う比較的難しい課題を小学生また、未就学児に噛み砕いて説明
するというのは私自身がまず内容を理解していないと説明出来ないので本当に難しかった。ただ、貴重な経験がで
きてとてもよかった。コミュニケーションと体力には割と自信があり子どもも好きなのであまり不安要素と緊張は
なかったが甘く見ていたと思った。自分自身が回って楽しむ時間がなかったので今度個人的に来て楽しんでみたい
と思った。

☆ 脳波で集中力を高める：初めにブースを指定された時、脳波で集中力を高めると言われて頭の中に？がたくさん浮
かんで、とても不安で学芸大へ向かったのですが、行ってみてボランティアの科学館の方々がゆっくりと分かりや
すく、また優しく丁寧に教えてくださったおかげで不安が一気に解消して、安心してボランティア活動を行うこと
ができました。お客さんが入ってくる前に科学館の方々が私たちたまかぎボランティアスタッフにお客さんにやっ
て頂く体験をやらせてくださり、とても面白いなと思いました。お客さんが入ってきてからは、休む暇なくお客さ
んが来て、とても忙しかったです。特に私たちのブースでは集中力を試さないとできないものなので、必要最低限
の会話しかできず、同じ作業の繰り返しで気がおかしくなるかと思いそうでした。しかし、終わった後の達成感は
とてもあり、お客さんを楽しませることの楽しさを感じることができました。逆に対象の方々の年齢が低いため、
説明がうまく伝わらなかったり、自由に動いてしまっていたので大変な面もありました。全体を通してとてもいい
経験になったのでよかったと思いました。

奉仕体験活動のねらいについて（東京都教育委員会資料より抜粋）
　奉仕に関する基礎的・基本的な知識を習得させ、活動の理念と意義を理解させるとともに、社会の求めに応じて活動し、
社会の一員であること及び社会に役立つ喜びを体験的に学ぶことを通して、将来、社会に貢献できる資質を育成する。
　① 規範意識や公共心を確かなものとするため、守るべき社会のルールやマナーを単に言葉で教えるだけでなく、実際の社

会の中で、体験的に学ばせていく。
　② 成就感や自己有用感、他者とのつながり、他人を思いやる心、規範意識や公共心、社会貢献の精神の涵養などを主な
ねらいとする。
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URL:http://www.u-gakugei.ac.jp/~ascest/ysf/index.html
Mail:ysf55tokyo.k@gmail.com
TEL:090-7944-1900
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